
　5年前に奈良高専の機械工学科に入学し、今卒業することを思え
ば、この5年間はあっという間にすぎたように感じます。1、2年生で
は実習工場での基礎実習、3年生では自分たちでアイデアを出し合い、
試行錯誤した空き缶潰し機の設計および製作、4、5年生での工学実
験、そして5年間の勉強の集大成である卒業研究など、この5年間で
私たちは様々なことを学び、経験してきました。とくに4、5年生での
工学実験と卒業研究では大変悩まされたことが記憶に新しいです。
　5年間を振り返るうえで一番の想い出はクラブ活動です。楽しいこと
やつらいこと、苦しいことを共に笑い、泣き、それらを乗り越えた仲間
ができたことは本当に僕の財産です。こんな思いにさせてくれたラグ
ビー、そのラグビーを教えてくれた森先生、そして部員のみんなには
本当に感謝しています。全国の決勝で敗けたときも悔しい気持ちより
このチームに、僕に携わってくれた人達への感謝の気持ちでいっぱい
でした。ありがとうございました。
　私たちは奈良高専を卒業します。こらからは更に専門知識を深めよ

うと進学する人もいれば親から自立し世の中で働く社会人になろうと
する人もいます。皆、それぞれ別れて違う道を歩んでいく中で、この
先、様々な困難や苦労などの壁があると思いますが、奈良高専で学
んだことを活かして立ち向かっていけると思います。
　最後になりますが、今まで生活面や様々なことで支えてくれた両親
をはじめ、奈良高専に入り5年間で勉強や研究、進路のことで熱心に
ご指導して下さった先生方、本当にありがとうございました。そして
5Mのみんな、5年間楽しい思い出をありがとう。

　5Mの皆さん、卒業おめでとうございます。今までを振り返ってみ
たとき、様々な想いが各自あることと思いますが、もう約10日もす
れば新たなスタートが待っています。新たな人達との出会いがあ
り、様々な出来事があると思いますが、奈良高専で得た友人や経験
をもとに、日 、々研鑽され、人との出会いを大事にして、どん
なときもプラス思考で乗り越えて欲しいと願っていま
す。（説教じみたことを言ったかもしれません。。。
便りがないのはいい知らせ、といいますけど、た
まには顔を見せて下さいね。See you again.）

　「自分の持っている時間をいかに使うか」 このことを自分は、高専で
の５年間で何よりも意識させられました。高専は比較的校則が厳しく
はないため、ある程度の社会的な「きまり」を守っていれば、あとの行
動は学生自身の判断に任せられます。
　そのため５年間の高専生活と一口に言っても、部活や学校行事に
一生懸命に取り組んだ者、欲しいもののために放課後毎日のようにバ
イトをしていた者、アニメやゲームの世界にどっぷりと浸かっていた
者、と皆がそれぞれ違った色の５年間を過ごしたのではないかと思い
ます。かく言う自分はこの５年間で、「自分がしてみたいと思ったこと」

に積極的に取り組めたかなと感じています。ここには書けないよ
うなことも色々としてきましたが、やはり自分は５年間を振り返っ
てみて最も印象に残っているのは、学校主導の国際交流プロジェ
クトに参加し、実際にシンガポールに赴いて現地の学生と交流が
行えたことです。高専生活での全ての経験が、自分の視野を広げ
てくれたと信じています。
　最後になりましたが、お世話になりました家族、先生方、そし
て共に学んできた友人たちへの感謝の意を表して、この文章を締
めくくりたいと思います。本当にありがとうございました。 

　卒業される皆様方には本当におめでと
うと申し上げます。2020年東京オリンピッ
ク開催決定以後、我が国の科学技術の力
は相も変わらず世界トップレベルであるこ
とを示す明るい話題も出てきました。未開
拓分野はまだまだたくさんあって、皆さん
の活躍の場は無限にあると言えます。広
い視野で世の中を見ていけば自分に適し
た仕事場が必ず見つかり、有意義な人生
を送れると思います。皆さん一人一人が
力を存分に発揮して日本を盛り上げてい
ただければ幸いに思います。

機械工学科主任　廣 　 和 樹

電子制御工学科主任　島 岡 三 義

　情報工学科５年生のみなさん、卒業おめでとう。みなさんの卒業後の進路選択
に関してはおもに進学を担当することで、私自身、大変充実した１年間を過ごすこ
とができました。就職・進学を問わず、家族と離れて見知らぬ土地で新生活を始
める人は、視野を広げ、経験を積む絶好のチャンスです。私も初めて就職した瀬
戸内海を望む地方都市での体験が最も思い出深く、実り豊かになりました。いつ
の日か、自分が一回り成長したと実感した暁には、ぜひ、情報学科棟を訪れて体
験談を聞かせて下さい。

情報工学科主任　浅 井 文 男
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Are you ready
to open a new door?

congratulation
 on your graduation.
congratulations
 on your graduation.

機械工学科5年　南 浦 宏 樹

電気工学科5年　山 中 直 輝 情報工学科5年　福 岡 久 和

電子制御工学科5年　山 内 啓 次

近畿地区高専体育大会ラグビー部優勝！仲良しのクラスメイトと（中央：南浦君） 卒業研究発表をする箱谷君

　私が奈良高専に入学して５年が経ち、卒業の時がきました。この５
年間で、入試前の模擬テストでは奈良高専D判定しか出たことがなか
った私が、予てより希望していた日本を代表するインフラ系企業に就
職できるほどの人間に成長しました。この成長の陰には、私の血の滲
むような努力、があったわけではなく、友達、先生方、家族などのたくさ
んの人の支えがあったからこそ実現できました。
　アメリカの起業家Jim Rohn氏のこんな言葉があります。“You are the 
average of the five people you spend the most time with.”この言葉
を見たとき、私はそれに当てはまる５人を考えました。出てきた５人は
皆、個性があり、社交的で、友達、先輩として、そして人として尊敬できる
部分を持っていました。長い時間を過ごした彼らがいなければこれま
での人生も、これからの人生も全く違うものになっていたと思います。

だから私は、この感謝の気持ちを忘れずにも
っと大きい人間になって恩返ししたいと思って
います。そして、いつまでも友達を、お世話に
なった人達を大切にしていきたいと思います。 　皆さん、卒業おめでとうございます。

　５年間の高専生活にも終止符が打たれ、私達卒業生は
巣立ちの時を迎えました。思い返せば、まだ成長中の体に
合わせた少し大きい学生服に身を包み、これからの学生生
活を思い浮かべていたことでしょう。その胸には期待と不安
で埋め尽くされていました。
　時が経つのは早いもので、学年が上がると、専門科目も

多くなり、実験やレポートに追われる日々でした。分からな
い問題に討論し、勉学に励み、放課後は部活動に勤しむ日
々でした。４年生も後半に入ると、進路選択の時期になり
ました。私は進学と決めていましたが、受験まで１年以上
あるなか、就職を希望している同級生は活動を始め、焦り
に駆られました。受験勉強として３年生までの内容を復習
するも、まだ先の受験に向けて気持ちを維持することが出
来ず堕落した日々を送っていました。将来の不安を抱え、
陰鬱な時もありました。しかし、５年生になり就職活動や
受験勉強に一生懸命取り組んでいる友人を見ていると、心
の中の雨も止み気持ちが上向きました。　
　最後に、学業やクラブ活動でお世話になりました先生方
ありがとうございました。学生生活を支えてくれた両親に
も感謝致します。

　明るく、元気で賑やか、でも、やるときはきっちりやるそんな
クラスでしたね。一致団結して取り組んだ高専祭の科展やテスト
勉強会などが印象的でした。高専で体験したことは、苦しかった
こと、辛かったことも含めて、全てあなただけの貴重な財産です。
また、高専で得た友は、一生の友となるでしょう。皆 さんが、高
専で体験したこと、学んだことを遺憾なく発揮され、活躍される
ことを期待しています。

電気工学科主任　藤 田 直 幸

秋季スポーツ大会で優勝！クラスメートによる山中君（前列中央）の誕生日会 卒業旅行にて


